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おわりに

は じ め に

 メソ ・アメ リカの社会,特 にインディオ社会や農村には,種 々の祭 りがみられる。

それ らは一様にフィエスタと呼ばれているが,次 のように大別できる。役職交替の祭

り,守 護聖人(も しくは主要聖人)の 祭 り,そ の他の聖人の祭 り,カ トリックの主要

な祭 り(四 旬節,復 活祭,万 霊祭,降 誕祭),シ ンクレティズムに起源をもつ祭り,

宣教師の主催する新しい祭 り,国 民祝祭,と いったものがあげられる。このうち,本

稿では特に,守 護聖人(も しくは,主 要聖人)の 祭 りをとりあげて,こ の祭 りにみ ら

れる数々の芸能の要素の ドラマ化,要 素の起源 と機能,機 能の変化,文 化領域や地域

差にともなってみられる変異を考察 してみたい。

 本稿の試みの必要性を感じたのは,私 が調査した ミへの村の守護聖人の祭 りについ

ての資料をまとめている時であった。 トラウィとアユ トラという二つの村の祭 りをみ

るに,芸 能の要素は同じであっても,そ の機能に大きな差のあることがわかった。基

本的には同じタイプの守護聖人の祭 りが二つの村では機能上別な形で存在 していた。

この機能の差,ま た芸能の要素にみられる若干の変化を考察することは二つの村のこ

うむっている社会変化や文化変化の一面にふれるよい機会であった。同時に,守 護聖

人の祭りにみられる芸能の要素の検討をミへ以外のメソ・アメリカの例にも試みて,

比較の視点を養うことが必要であった。以下はこの試みを報告 したものである。

 第1部 は,伝 統的 ミへの村,ト ラウィにおける守護聖人の祭 りの進行状況の叙述と
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そ の芸 能 の 要 素 の 論評 に あ て られ て い る。第2部 は,変 容 した ミへ の村,ア ユ トラの

祭 りの記 述,分 析 に あて られ て い る。 こ こで は,ト ラ ウ ィ と同 じ芸 能 の要 素 が い か に

世 俗 化 した 形 で 機 能 して い るか とい う事 実 に 記述 の焦 点 がお か れ て い る。 第3部 は,

グ ァテ マ ラ,チ ァパ ス,オ アバ カ,ユ カ タ ン半 島,中 央 メ キ シ コ,ミ チ ョァカ ン,メ

キ シコ北 部 とい った メ ソ ・ア メ リカ の地 域 性 を代 表 す る村 や 町(主 と して イ ンデ ィオ

社 会)で 守 護 聖 人 が ど の よ うに祭 られ て い るか を文 献 に もとづ き概 観 した もの で あ る。

 第3部 はあ くま で も素 描 で あ り,比 較 の 視 点 を え るた めの覚 書 で あ る。 なお,守 護

聖 人 の 祭 りを 扱 うか ぎ りは,そ の 経 済 的 ・組 織 的側 面 を無 視 ケ るわ け に は いか な い 。

これ らの 側 面 は行 政 ・宗 教 組 織 と深 くか か わ って くる問 題 で あ り,祭 りの実 行 を 左 右

す る もの で あ る。 この テー マ につ い て は別稿 に て扱 うはず で あ る。 な お,守 護 聖 人,

も し くは主 要 聖 人 の祭 り,と 特 記 した の は,後 の論 述 に もあ き らか に な る よ うに,い

わ ゆ る守 護聖 人 の祭 りが主 要 聖 人 の 祭 りに よ って替 え られ る事 例 も多 いか らで あ る。

 ミへ の祭 りの 観 察 に 際 して は,数 え きれ な い ほ ど多 くの人 々に お世 話 に な った 。 特

に,Monse�r Braulio S疣chez, P. Leopoldo Ballesterosの 両 氏 に は色 々 と便宜 を

はか って い た だ い た 。 ま た,本 研 究 ノ ー トを 作成 す るに あ た って,Pro£Arturo

Warmanの 著 作 に刺 激 を え る こ とが大 きか っ た こ とを 記 して,謝 意 を表 した い 。 伊

藤 幹 治 教 授 に は原 稿 を み て い ただ き,諸 々修 正 すべ き部 分 を 御 指摘 い た だ いた 。 深 く

感 謝 いた しま す 。

1.伝 統 的な守護聖人の祭 り

一 ミへの村 ,ト ラウ ィの例一

 トラウ ィに は三 つ の主 要 な祭 りが あ る。 復 活祭 か ら40日 目 に行 な わ れ るSr. Asce-

nsi6nのi祭 り,8月15日 のSanta Mar僘 Asunci�の 祭 り,と12月12日 のGuadalupe

の祭 りで あ る。 トラ ウ ィの 守護 聖 人 はSanta Mar僘 Asunci�な ので, Asunci6n

の祭 りが 一 番 大 きな 祭 りに な る はず な の で あ るが,実 際 に はGuadalupe祭 が 最 も華

や か に と り行 な わ れ る 。 そ の理 由 は次 の よ うに 説 明 で き る。 カ ト リック の 守護 聖 人 は

宣 教 師 に よ り各 村 に 与 え られ た もので あ って,か な らず し も自然 環境 を考 慮 して 選 ば

れ て い な い。 た ま た ま,村 人 に と って 祭 りの 実 行 が 困難 な季 節 に守護 聖 人 の祭 日 が あ

る と,祭 りの 規 模 は小 さ くな り,村 最 大 の 祭 り とな りえ な い場 合 が 多 い 。 トラウ ィの

例 が よ い例 で ある 。Ascensi6nとAsunci�の 祭 日は雨 期 に あた り,人 々の トウ モ ロ

コ シの貯 え も底 を つ い て い る。0方,12月 は収 穫 の 時期 に あた り,ど この 家族 で も ト

ウモ ロコ シが あ り,祭 りを 楽 しむ よ ゆ うが あ るの で,Guadalupe祭 が村 一 番 の 大祭

とな る傾 向が あ る。          、

 これ らの祭 りを 始 ま りか ら終 りまで 綿 密 に観 察 す る の は 予想 外 にむ つ か しい。 時 と
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して,祭 りの進行は筋書き通りにいかず,或 る部分が抜けた りゴ例年 とは異なった時

点で行われたりするか らである。また,同0時 点に複数の行事が異なった場所で行わ

れることもあるので,人 類学者がひとりで,ど の行事をも眼にしようとしても,む つ

か しいことがある。 しかし,上 記の主要三聖人の祭りの要素 と進行状況には一定の類

似性があるので,こ れらの祭 りを何回も観ることによって,祭 りの一般類型を抽出す

ることができる。以下にその概略を記 してみよう。

 1) ド ラ マ と して の 祭 り

 Novena(祭 りの 当 日 よ り前 の9日 間)

 Novenaが 近 づ くと,役 職 につ い て い る者 は祭 りの準 備 を は じめ る。 ムニ シ ピオ の

役 人 は近 隣…の 村 に招 待状 を送 って,楽 隊 とバ ス ケ ッ ト ・ボー ル の チ ー ム を勧 誘 す る。

さ らに,村 人 の何 人 か をcapit疣 de la bandaに 任 命 して,他 村 か ら くる楽 隊 に食 事

を ま か な う役 を あ て が う。 ま た,Guadalupeの 祭 りに は闘 牛 が あ るの で,ム ニ シ ピ

オ の役 人 はtopilと 呼 ば れ る一 番 低 い役 職 につ い て い る若 者 を ラ ンチ ョに さ しむ け て,

木 材 を探 させ,闘 牛 の 柵 を 作 らせ る。

 教 会 の役 人 は教 会 附 属 のtopilを オ アバ カ市 や アユ トラに お くって,ロ ー ソク を作

るた め の ろ う,支 那 の 紙 と呼 ば れ る薄 い色 紙,そ の他,教 会 の装 飾 に必 要 な 品 々を 買

い求 め させ る。

 学 校 関係 の役 人 は踊 りや 娯 楽番 組 を生 徒 に教 え る。

 村 の家 々で は,テ パ ッチ ェ とい う飲 物 が大 き な壺 に用 意 さ れ,祭 りの た め の 食 物 の

準 備 も徐 々に と との って い く。 祭 りの 前 の週 の土 曜 の 市 には 大勢 が つ めか け,台 所 の

品 々を と との え て帰 って い く。

 村 の 楽 士 はcapilloと 呼 ば れ る リー ダ ー の 家 に 集 ま って,祭 りの曲 の 練 習 を して い

る。

 一 見,村 は静 ま りか え って み え るが,ど こか で誰 もが 仕事 に励 んで い る。

 Calenda(祭 りの前 々 日)

 この 日,教 会 付 のtopilは 支 那 紙 で 教 会 に装 飾 を ほ ど こ し,竜 舌蘭 の茎 の 白 い部 分

を組 み合 わ せ 花 の よ うに して教 会 の扉 に は りつ け る。 これ は,ク チ ャー ラ ・テ ・マ ゲ

イ と呼 ば れ,白 と緑 の コ ン トラス トが 美 しい 。 広 場 で は闘 牛 用 の柵 が で き上 って い る。

topil達 は上 司 のmayorの 命 令 の もと に広 場 を は き清 め て い る。

 陽 が 落 ち る前 に,他 村 の楽 隊 が 到 着 す る。た いて い は,一 楽 隊 しか こな い 。年 に よ っ

て は祭 りの前 日 まで どの 楽 隊 も着 か な い こ と もあ る。大 体 にお い て,一 楽 隊 がcalenda

の タ 方 に到 着 し,他 の 楽 隊 は祭 りの前 日にや って くる。招 待 され た 楽 隊 が村 の入 口 に

つ く と,楽 隊 の レセ プ シ ョンが行 われ る。 径 に は レセ プ シ ョン のた め に カ リソ とい う

竹 で つ くられ た ア ー チ が こ し らえ られ て い る。 この アー チ の あ る と こ ろま で トラ ウ ィ
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の村 長 はcapit疣 de la banda, madrina de la misa(ミ サ を支 払 う人)O sacrist疣

(教 会 の儀 式 の世 話 係),ト ラ ウ ィの楽 隊 を従 え て 出 む い て い く。 そ こで,訪 問 して き

た他 村 の 楽 隊 に あ い さつ す る。 遠 路 は るば る訪 問 して くれ た こと をね ぎ ら う と,訪 問

して きた 楽 隊 の 長 も返 礼 して,招 待 を 感謝 し,祭 りの 成 功 を い の る。 そ こで,ト ラウ

ィの楽 隊 は一 曲 か なで る。 す る と,到 着 した楽 隊 も一 曲 か な で,そ の後,両 楽 隊 は マ

ー チ を演 奏 しな が ら教 会 まで歩 い て い く
。

 両 楽 隊 は教 会 の 前 で と ま る。 そ こで は,capit疣 de la bandaが 招 待 され て きた楽

士 を 待 ち うけて いて,メ ス カル 酒 三 杯 とタ バ コ三 本 を与 え る。 これ が終 る と,マ ー チ

か ダ ブル ・ステ ップ の 曲 を ひ き なが ら楽 士 は教会 に入 る。 教 会 内 で はLetan僘と い

う植 民 地 時 代 か ら伝 わ って い る 旧 い曲 を ひ き,楽 士 を ひ き い るcapilloは この 曲の 後,

祈 りつづ け る。.そ れ か ら,楽 士 とcapilloは 自分 の村 か ら持 って きた ロー ソ ク に火 を

と も して,供 え物 と して 教会 に残 して い く。 これ が終 る と,全 員 教会 の外 に 出て きて,

トラ ウ ィの楽 隊 と共 に演 奏 しは じめ る。 しば ら く演 奏 した後,遠 路 は る ば る き た楽 隊

はcapit疣 de la bandaの 家 に つ れて いか れ る。

 トラ ウ ィの楽 隊 は訪 問 して きた楽 隊 をcapit疣の 家 に 連 れて い って か ら, marmo-

ta(竹 の 棒 の上 に薄 紙 で つ くった ラ ンプ をつ けた ち ょう ちん)とmono(竹 の枠 の上

に支 那紙 を は って 動 物,飛 行 機,巨 人 の 形 に した もの)を 先 頭 に して,ト ラウ ィの 楽隊

を饗 応 す るcapit疣の 家 に む か う。 時 に よ って は,楽 隊 のcapilloの 家 に行 く こ とも

あ る。村 人 の 中 で も男 子 だ け が 楽隊 につ いて い って,capit疣の 家 の 中 庭 でmarmota

とmonoを 手 に も って踊 る。 capit疣が ラ ンチ ョに居 住 す る人 で あ る場 合 は,広 場

の近 くに住 む親 族 に た のん で 祭 りの 時 だ け 家 を貸 して くれ る よ うにす る。 楽 士 はテパ

ッチ ェ と メス カ ル 酒 に気 を よ く して,演 奏 もはず む 。 踊 りが一 段 落 つ く と,楽 士 に は

テパ ッチ ェ,メ ス カ ル,プ リポル 豆 の 煮 た もの,ト ル テ ィ ーヤ が 与 え られ る。 そ の 頃,

教会 の鐘 がつ かれ,ロ サ リオ の始 ま りを 人 々に告 げ る が,大 勢 教 会 に 出 向 いて い った

気配 で もな い。

 夜 の9時 か10時 頃,pasco de la calendaが は じま る。 トラ ウ ィの楽 隊 と到 着 した 楽

隊 は音楽 を奏 し,若 者 とtopilは 爆 竹(cohete)を 空 に うち あ げ,子 供 達 はmarmota

の中 にmソ ク を と も しmonoと0緒 に して か つ ぎま わ る。 彼 等 は一 緒 に な って 村

を ね り歩 き,教 会 の前 に戻 って くる。 そ こで,二 楽隊 は元 気 よ く演 奏 し,人 々 は0時

聞以 上 も踊 りま くる。 そ れ か ら再 び,同 じグ ル0プ が楽 隊 と共 に村 の 中心 部 を ね り歩

く。 次 の 日の朝 方 まで 音 楽 が か な で られて い る。 このpaseo de la calelldaは 祭 りの

予 告 を す る もの と解 釈 され て い る。

V五spcra(祭 りの 前 日)

早 朝 か らフル ー トと太 鼓 の 音 が 聞 こえ る。

午 前 中 に ミサ が0つ あ げ られ て しま う。 午 後 に な る と,madrina de la misaの 人
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び とが リボ ンや 色彩 華 や か な支 那 紙 で 飾 った ロー ソク を教 会 に持 って くる。 フル ー ト

と太 鼓 の奏 者 を 先頭 に して,10人 以 上 のmadrinaか らな る行 列 は教 会 へ とむか う。

彼 等 の あ と につ く楽隊 がLetaniaを 奏 し, alcalde(行 政 ・宗 教 両 組 織 の頂 点 に立 つ

人)が 行 列 の 最後 につ いて い る。 この 行 列 は ロー ソ ク を教 会 に捧 げ るた め に くま れて

お り,こ れ でmadrinaか ら祭 りのた め の ミサ が 要 請 され た,と 了 解 され て い る。 し

ば ら く時 間 が た って か ら,同 じmadrina達 は フル ー ト奏者,太 鼓 打 ち,楽 隊 と共 に

再 び 教会 に戻 って きて,Letaniaの 曲 に あ わせ て 祈 りを さ さげ る 。

 夕 方 の7時 に晩 の祈 りと暁 の 勤 行 が 同 時 に行 われ る。 同 じ頃,招 待 さ れ た楽 隊 が 他

村 か らつ い て,alcaldeと そ の補 佐 は 既述 の よ うに,楽 隊 の レセ プ シ ョ ンの 際 の決 ま っ

た 方式 に の っ と って 各 楽 隊 を 受 け入 れ る 。教 会 で の祈 りが終 る と,人 々は広 場 に坐 って,

花 火 の時 間 が くる まで 待 つ 。 楽 隊 は松 の炬 火 の近 くで 演 奏 し,酔 い の ま わ った 人 々 は

既 に踊 りは じめ て い る。 少 した つ と,各 楽 隊 はcapit疣の 家 に招 か れ て,食 事 を と る。

 真 夜 中近 く,暗 闇 を教 会 の鐘 の音 が ひび きわ た る。castilloと 呼 ば れ る仕 掛 花 火 の

開始 を告 げ る た めで あ る。 石 油 ラ ンプ の 明 か りをた よ りに,楽 隊 が い くつ も広 場 に到

着 す る。 一 つ の楽 隊 が 新 ム ニ シ ピオ に場 を 占 め,他 の 一 つ が キ オ ス ク に登 り,残 り は

旧 い ム ニ シ ピオ に座 を しめ る。

 突 然,ト ラ ウ ィの楽 隊 が 軽 快 な 曲 を演 奏 す る と,花 火 が は じま る 。広 場 は見 物 人 で

一杯 で あ る
。 女 は旧 ムニ シ ピオ の建 物 の所 にか た ま って 花 火 を み て い る。 男 子 や 子 供

は花 火 の 火花 を かぶ りなが ら踊 りは じめ る。 ま さ に,生 命 が ほ とば し って い る よ う な

光 景 で あ る。 他 村 か らきた 楽 隊 もか わ るが わ る に演 奏 す るρ 花火 が もえつ き る まで 半

時 間 は か か る。 最 後 の 火 花 が地 上 に落 ち る と,見 物 人 は一 斉 に言 う。 「あ りが と う。

花火 職 人 さん 」。広 場 は元 の暗 闇 に戻 る。

 この夜 の 出 し物 はみ ん な 計算 ず くめ の タ イ ミン グ で 出 て く る。 広 場 の 片 隅 か ら

toritoと 呼 ばれ る牛 の 頭 の 形 に は あ ごん だ花 火 をせ お っ て0人 の 男 が で て く る。

toritoは ダ ブ ル ・ス テ ップ の軽 快 な曲 に合 わ せ て 踊 り,子 供達 に お ど けた 仕 草 を して

み せ る。 この道 化 め いたtoritoの 動 き に見 物 人 の笑 いが 集 ま る。 そ の 横 でruedas

Catarinasと 呼 ばれ る車 輪 の よ うに動 く小 型 の花 火 が しか け られ て い る。 広 場 の一 方

で は,何 人 か男 子 が 寄 って,軽 業 の た め の木 の枠 と,道 化 師 と空 中軽 業 を演 じる人 の

た め の ブ ラ ンコを 組 み 立 て て い る。

 toritoの 踊 りが お わ る と,ブ ラ ウス とス カー ト姿 に 女 装 した8人 ば か りの 若 者 が 出

て きて,maromaと 呼 ば れ る軽 業 を 演 じる。

 道 化 師payasoが,メ ス カ ル酒 を一 本 持 って 現 わ れ る。 虎 じま の 青線 の入 った ヴ ェ

ー ジ ュ色 のダ ブダ ブ の 道 化 服 を きて
,顔 はパ ウダ ー で 白 く塗 られ て い る。 楽 隊 の 演 奏

す る楽 しげ な 曲 にあ わ せ て 道化 師 は踊 る。 曲の 切 れ 目が くる ご とに,韻 を ふ くん だ 台

詞(rimas del payaso)を とば し,メ ス カ ル 酒 を 口に ふ くん で,霧 の よ う に吹 き出 す 。
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これ は軽 業 の 若者,つ ま りmaromeroと 呼 ばれ る人 々に危 険 の な い よ うに祈 って神

に捧 げ る酒 だ と理 解 さ れて い る。 道 化 師 が ス ペ イ ン語 で 韻 を ふ くん で冗 談 を とばす と,

言 葉 がわ か らな い ので,見 物 人 に は何 の反 応 も示 さ ない 。 ミへ語 で冗 談 を言 う と,ど

ん な短 い 台 詞 に で も,人 々 は笑 い こ ろ げ る。 ま もな く,maromcroは ロー プ に の ぼ り,

棒 を支 え な が ら綱 渡 りをす る。 上 手 な 若者 は拍 手 を うけ る。

 maromero達 が疲 れ て しま う と,道 化 師 は 空 中 ブ ラ ンコ にの り,冗 談 を とば し,空

中軽 業 を 演 じて みせ る 。

 今 や,ダ ンス(bailes populares)が 始 ま り,人 々はJarabe Mixe, Fandango Mixe,

Rey Kondoyの リズ ム に合 わ せ て 踊 りは じめ る 。 前 の二 曲 は男 女 の組 で踊 るダ ンス

曲で あ るが,ト ラウ ィで は男 子 は一 組 にな って,女 子 は女 子 で 別 の 所 で踊 る。 酔 った

男 女 だ けが 組 に な って踊 り,人 々の 視 線 を うけ て い る。 どの 楽 隊 も次 の 日 の朝 ま で演

奏 を止 めな い 。 メ キ シコ の最 近 の レ コー ドもム ニ シ ピオ に備 え られ た蓄 音 機 か らき こ

え る。 マ リア ッチ の 名 曲,ア カプ ル コ ・トロ ピカル とい う名 で この 頃 メ キ シ コで 有 名

に な った 楽 団 とボ ー カル ・グル ー プ の 曲,ノ ル テ ーニ ョ ・ス タイ ル の 曲,が 次 々 と放

送 さ れ る。 これ は1974年 に は じめて お こ った こ とで あ った 。 とに か く,四 方 八 方 か ら

の音 楽 と騒 音 で,広 場 の近 くの家 の 人 々 は0晩 中 ねつ け な い。

 Fiesta(祭 りの 当 日)

 午 前 中 に ミサ が 二 つ た て られ る。 二 番 目の ミサ はmisa cantadaと い って歌 つ きの

ミサ で,祭 りの た め の ミサ で あ る。 こ れが終 る と,フ ル ー ト,太 鼓 の 音 が き こえ,つ

いで 教 会 の 鐘 が つ か れ,爆 竹 が 打 ち上 げ られ る。 広 場 で は,ま たmaromaが 始 ま っ

て い る。 昨 夜 の疲 れ が残 って い るの か,軽 業 の若 者 もふ らふ らと綱 を 踏 み 損 じて,下

に落 ち,見 物 人 の笑 い を あ お りたて る。

 Guadalupeの 祭 りの 時 だ け は,朝 の ミサ の後 と午 後 に闘牛(jaripeo)が 行 わ れ る。

楽 隊 が闘 牛 用 の 特別 の 曲 を弾 くと,闘 牛 が は じま る。見 物 人 は柵 に近 よ り,熱 心 に見

物 す る。 あ る者 は柵 に 馬 乗 りに な って い る。 ムニ シ ピオ のtopilが 助 手 と共 に柵 の周

りを まわ って,混 乱 の お こ らぬ よ う取 り締 って い る。 若 者 が 牛 を 柵 に入 れ よ うとす る。

に わ か仕 立 て の 闘 牛士 は トラウ ィ の若 者 で,バ ナ ナ の葉 の よ うな 繊 維 で つ くった む し

ろ や ポ ンチ ョ(gab疣)を 手 に も って 牛 にむ か って,プ ロの 闘牛 士 気 取 りで あ る。 と

ころ が牛 は ラ ンチ ョの人 々 か ら借 りて きた もの で,闘 牛 に はむ い て い な い。 ゆ っ くり

と歩 ん で 一 向 に 人 に つ っ かか って こな い。 若者 は牛 の尻 尾 を か じって,牛 を い か らせ

よ う とす る。 こ う して牛 を い き り立 た せ な い と,闘 牛 を演 じるわ けに もいか な い ので

あ る 。

 午 後 の2時 か3時 頃,Los Negritosの ダ ンス(danza)が 演 じ られ る。 ・Cubanos,

Santiago, los Ma1 Viejos, Coloquiosも 時 と して演 じ られ る。 ダ ンス の 出 し物 は祭

りに よ って 異 な るが,Los Ncgritosは どの祭 りで もみ られ る。
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 3時 頃,仕 掛 花火(castillo)の 支 払 い をす るmadrina del castillo達 が,親 族 の男

達 に と もなわ れ て ムニ シ ピオ の前 に姿 をみ せ る。 村 長 の 前 で,花 火 職 人 に花 火 の代 金

を手 渡 す 。 そ れ を う け と る と職 人 達 は三 曲(sones)踊 る。そ れ に こた えて, madrina

達 も三 曲踊 る。 こ う して,花 火 職 人 へ の支 払 い が終 る。

 運 動 場 で は,他 村 か らきたバ ス ケ ッ ト ・ボー ル の 選 手 達 が 試合 を は じめ る。 さ らに

しば ら くた つ と,学 校 の 先生 が生 徒 を動 員 して,色 々な 娯 楽 プ ログ ラムを ひ ろ うす る。

劇 の ひ と こ ま とか,メ キ シ コの他 地 方 のダ ンスが 先 生 の指 図 の も とに演 じ られ る。

 祭 りの次 の 日,朝 の 内 に ミサ が,午 後 に は ロサ リオ が 祈 られ る。3時 頃,再 び ダ ン

ス(danza)が 演 じ られ る。運動 場 で はバ スケ ッ ト・ボ ール の チ ー ム が選 手権 を あ らそ

って い る。 同 じ頃,madrina de la misaの 行列 が教 会 か ら出 て きて, madrinaの 一

員 の家 へ とむ か う。た い て いの 人 は この行 列 に気 づ か な い。皆,ダ ンス やバ ス ヶ ッ ト・

ボ ール の試 合 に気 を 取 られ て い る か らで あ る。 行 列 に人 が 少 な く,寂 しい折 に は,楽

隊 の先 頭 に立 つcapilloは 楽 士 に命 じて賛 歌(alabanza)の 代 りに マ ー チを 演 奏 させ

る 。家 につ くと,madrinaと そ の 関 係 者 は テパ ッチ ェを儀 式 に の っ と って の み,爆

竹 を あ げて,madrinaの 責 任 が終 った こ と を村 人 に知 らせ る。

 次 の二,三 日の 間,祭 り はつ づ く。 しか し,日 一 日 と閑 散 と して くる。 ダ ンス とバ

ス ケ ッ ト ・ボー ル の 試合 は続 く し,酔 いつ ぶ れ た 人 も後 を た た な い。 しか し,他 村 か

らき た楽 隊 も一 つ 一 つ と 自分 の村 に戻 って い く。 各 々,ト ラ ウ ィの楽 隊 にお くられ て,

村 の端 まで 行 き,そ こで儀 礼 上別 れ の 曲が 演 じ られ,そ れ か ら村 に戻 って い く。 こ う

して,祭 りの華 や か さ は消 え うせ,村 に は元 の 静 け さが戻 って くる。

2) 芸能の要素についての論評

 フ ル ー ト(flauta)と 太 鼓(tambor)を 除 く他 の 芸 能 の 要 素 は み な 征 服 以 後 の 起 源 の

も の で あ る 。calendaの 夜 のmarmotaとmono,楽 隊(banda),ダ ン ス(danza),

踊 り(bailes populares),仕 掛 花 火(castillo),牛 型 の 花 火(torito),闘 牛(jaripeo),

軽 業(maroma)と 道 化(payaso)が そ れ ら で あ る 。

 フル ー ト(flauta)と 太 鼓(tambor)

 これ らの楽 器 は イ ンデ ィオ 起 源 の もの で あ る。 祭 りの間 中,毎 日,ミ サ の 前 後 に演

奏 さ れ る。 楽 隊 と共 に,madrina de la misaの 行 列 に も加 わ る。 ま た, Santiagoの

ダ ンス に は 曲 を4部 にわ た って 演 奏 す る。

 Rancho Guadalupeで は フル ー トとマ ン ドリ ンの奏 者 が いて, トラ ウ ィの 中 心部

で は 聞 か れ な い よ う な曲,そ れ もス ペ イ ン的 な リズ ムで な い曲 を ひ く。 これ らの 曲 が

忘 れ 去 られ な い前 に記 録 に と って お く必 要 が あ る。

 フル ー トと太 鼓 の奏 者 は2な い し3組 い るが,そ の技 能 を保 存 し,育 て て い く策 は
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なにもとられていない。興味のある人,も しくは音楽の才の有る人が習得 しては,次

の世代に伝えているのが実状である。

 楽  隊 (banda)

 祭 りの 記 述 か らあ き らか な よ うに,楽 隊 は祭 りの全 進行 過 程 で 欠 か せ な い要 素 で あ

る。banda創arm6nicaと 呼 ば れ る この タ イ プ の楽 隊 は高 価 な 金 属 製 楽 器 を備 えて お

り,19世 紀 か ら20世 紀 に世 紀 が 移 る頃 の 産物 と思 わ れ る が,ミ へ の 村 々に 何 時,ど の

よ うに して入 って き た か につ いて 知 る こ と はで きな か った。 と もか くも,ミ へ は こ の

出費 の か か る楽 隊 を うけ入 れ,維 持 して い る。

 高地 ミへ の村 々で はサ ポ テ カ の村 ベ タサ か ら音楽 の先 生 を呼 ん で,音 楽 の腕 を み が

くの が 常 で あ った が,現 在,こ の な らわ しは す た れ は じめ て い る。 ミシス トラ ン村 で

は今 で もベ タ サ か ら先 生 をむ か えて い る。 トラ ウ ィで は外 か ら音 楽 の 先 生 を む か え る

こと はな くな った。

 どの ミへ の村 で も楽 隊 の組 織 が あ って,こ れ は なか な か廃 れ そ うに な い 。楽 隊 が 大

きす ぎて,時 と して ム ニ シ ピオ の財 政 を 困 難 に お と し入 れ る こと に もな りか ね な い現

状 で あ る。 ミへ の楽 隊 は時 と して オ ァバ カ平 野 の村 々 の楽 隊 よ りず っ と大 き く,よ く

整 備 され て い る。 だ か ら,度 々オ アバ カ市 に招 待 され て,選 挙 の 催 しや 祭 りに参 加 し

て い る。

 楽 隊 が あ る ことで,若 者 は他 の ミへ の村 々を見 物 す る機 会 に もあ りつ く。 守護 聖 人

や 主 要 聖人 の祭 りに は,楽 隊 が 他 村 か ら招 待 さ れ る。 以 前,ト ラ ウ ィに は ハ ヤ カス テ

ペ ック,サ カ テ ペ ック,ケ ツ ァル テ ペ ック,ヤ ラ ラ,ベ タサ ,サ ン ・マ テ オ ・カホ ノ

スな どの遠 方 の村 々 か ら楽 隊 が 訪 問 して きた。 最 近 は楽 隊 が 近 くの村 か らよ ばれ る傾

向 にな って,ミ シ ス トラ ン,チ チ カ ス テ ペ ック,ウ ィ テペ ック,ヤ コー チ,エ ス タ ン

シ ァ ・デ ・モ レロ ス,タ マ ス ラバ ム,ア ユ トラか ら くる。 いず れ に して も,楽 隊 の 招

待 は村 と村 の交 流 に大 き な役 割 を果 た して い る。

 ス ペ イ ンで発 達 した カ トリッ クの祝 祭 複 合 は モ ロ人 か らス ペ イ ンを奪 還 しよ う とす

る再 征服 の テー マ を 中 心 に展 開 した 。 この祝 祭 複 合 は12世 紀 に起 源 を もち,時 が た つ

につ れ一 定 の ス タ イル を 持 つ よ うに な り,15,16世 紀 に広 く伝 播 し,派 手 な催 し物 とな

った らしい[WARMAN 1972:17-27,28-55]。 この 間 の歴 史 的 経緯 につ い て はArturo

WarmanのLa Danza de Moros y Cristianosに 詳 し く論 述 され て い る し, Kurathの

1964,1969年 の著 作 も この 種 の 問 題 に つ いて 多 くの 知 識 を 与 え て くれ る。 スペ イ ンで

確 立 した 中世 カ トリ ックの 祝祭 複合 は新 大 陸 の発 見 と共 に征服 文化 の0部 と して持 ち

こま れ,ミ へ の村 トラ ウ ィに もそ の形 跡 を残 す こ と とな った 。 モ ロ人 と キ リス ト教 徒

のテ ー マ に集 約 され る数 々の ダ ンス(danza),踊 り(bailes populares),花 火(castillo),

牛 型 の 花火(torito),闘 牛(jaripeo),軽 業(maroma),道 化(payaso)が 上 記 の祝 祭

複合 に属 す る も ので あ る。 ま た,marmotaやmonoも お そ ら く この祝 祭 複合 に属 す
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る もの と考 えて よか ろ う。以 下 に,

い て 述 べ て みた い と思 う。

トラウィで見出されるこれ ら祝祭複合の要素につ

 Calendaの 日のmarmotaとmono

 marmotaは 大 型 の 提灯 で,長 い カ リソ竹 の 頂 上 に支 那 紙 で つ くった ぼん ぼ りを つ

け た もので あ る。monoは カ リソ竹 で つ くった 枠 組 に支 那 紙 また は布 を は りつ けた 張

り子 で あ る。 飛 行 機,地 球,巨 人,ス カ ー ト姿 の女,な どの張 り子 が あ る。 子 供 や 男

がmarmotaやmonoを 持 って, calendaの 夜,村 中,特 に プ ラサ の近 くの家 々を

ね りあ る く。

 ず っと以 前,ト ラ ウ ィで は支 那紙 の か わ りに聖 人 の 姿 を 印刷 したcstampaと 呼 ば

れ る紙 がmarmotaに は られ て い た 。 これ を は る と,中 に ロー ソ クを と も した 時,聖

人 の姿 が 照 ら し出 さ れて,祭 りの 宗教 的 目的 に よ くか な った,と い うこ とで あ る。1929

年 か ら1933年 に か けて ミ トラの 町 で調 査 したE.C。 ParsoDsは この タイ ブ のmarmota

の存 在 を 次 の よ うに記 して い る。 「San Pabloのmarmoto[marmotaの こ と で あ る
。

私 注]は 木 綿 の 布 を は った 巨大 な 球 で,そ の上 にSan Pabloが 馬 に乗 って 河 を 渡 っ

て い る姿 が描 か れて い る」 と[PARsoNs l 936:241]。 この例 が 示 す よ うに, marmdta

は布 教 の 目的 にか な うよ うつ く られ て いた もの と思 わ れ る。

 ダ ンス(danza)

 トラ ウ ィで 演 じ られ るダ ンス は植 民 地 時 代 に由 来す る もので,殆 どが モ ロ人,も し

くは異 教徒 とカ トリ ック教 徒 の 闘 い を テ ー マ とす る もの で あ る。Los Negritos, Los

Cubanos, SantiagoとColoquiosが それ らで あ り, Los Ma1 Viejosの ダ ンス だ け

が 例外 で あ る。

 Los Negritosは トラ ウ ィで も,そ の他 の高 地 ミへ の諸 村 で も一番 普 及 して い る。

どの 主要 聖 人 の 祭 りで も演 じ られ る。 他 のダ ンス は時 々演 じ られ る にす ぎ な い。Los

Negritosの ダ ンス で は8人 の踊 り手 が一 組 に な って お どる 。 服 装 や踊 り方 は広 くメ

キ シコ にみ られ るLos Negritosと 似 て い る が,リ ズ ム とス テ ッフ.のと り方 は村 に よ

って大 き な差 が み うけ られ る。

 Los Cubanosは トラ ウ ィだ け で演 じられ る。 Los Negritosに 酷 似 した ダ ンス で あ

る。 衣 裳 はよ り派手 な色 あ いで,音 楽 の リズ ムが よ り強 い こ とが差 とみ え る。

 Santiagoは 隣…村 の タマ ス ラバ ムで も踊 られ る。 タマ ス ラバ ム で は二 人 の 踊 り手 の

腰 に 馬 の 張 子 を く くりつ け,聖 人Santiagoの 馬 上 の 姿 を表 現 して い る。 二 人 の

Santiago役 者 は赤 い旗 を 持 った従 者 と現 れ,フ ル ー トと太 鼓 の音 に合 わせ て 踊 る。

トラ ウ ィで は,5人 が 一 組 に な って 踊 る。1人 はSantiago,3人 が 赤 い旗 を 持 った

従 者 で,赤 い旗 は征 服 を象 徴 して い る。 残 りの1人 はviejo(と しよ り)と 呼 ば れ る役

で濃 茶 の 仮面 を つ けて い る。 このviejoは 道 化 役 を 演 じな が ら,見 物人 が踊 り手 に近

よ りす ぎ な いよ うに 護 衛 の役 を果 た して い る。縄 を ふ りまわ して 見物 の子 供 を か らか
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った り,捕 え よ う とす る ふ りを して,人 々を 楽 しませ る 。Santiagoの た め の音 楽 は

楽 隊 で演 奏 され ず,フ ル0ト と太 鼓 奏 者 の手 に まか され て い る。 音 楽 は4部 に分 か れ,

各 部 の切 れ 目で 踊 り手 は休 む 。 総 計2時 間以 上 続 くダ ンス で あ る。

 Coloquiosは こ こ18年 間 演 じ られ た こ とが な か った が,1974年11月 に 司祭 の誕 生 日

を祝 う 目的 で,cantorが 小学 校 の生 徒 に教 えた 。 一 人 の女 の子 が マ リンチ ェの役 を

演 じ,一 人 の仮 装 した 男 が 道 化 役 を 演 じた 。音 楽 は36小 曲 か らな る大 部 な もの で あ る

が,こ の時 に は6曲 だ けが 演 奏 され た 。

 征 服 の テ ー マ か ら外 れ て い るダ ンス はLos Mal Viejosで あ る。 これ はヤ ラ ラ とチ

チ カ ステ ペ ック村 で み られ るHuenchesの ダ ンス と親 縁 関係 の あ る ダ ンス だ と思 わ

れ る。 ヤ ラ ラのHuenchesに つ い て はDe la Fuenteが 報 告 して い る し[DE LA

FUENTE 1949:280],チ チ カ ス テ ペ ック の もの は私 が 実 際 に見 物 した 。 チ チ カ ス テ

ペ ック はヤ ラ ラ に近 い村 で,お そ ら く山地 サ ポ テ カの 文 化 の 中心 地 で あ るヤ ラ ラか ら

Huenchesを ま ねて きた の だ ろ う。6人 の踊 り手 が 大 きな木 製 の 仮 面 を つ け て, 内

3人 は女 装 で,踊 り乱 れて い た。 トラ ウ ィで は,10人 ばか りの ゴ ム製 の仮 面 を つ けた

男 が踊 り,濃 茶 の木 の 仮面 を つ け た1人 が 踊 り手 の動 き を制 御 して,楽 隊 に命 令 して

い た 。伝 統 的 な 木 の仮 面 は何 年 も前 に な くな り,今 の ゴ ム製 仮面 は 司祭 が メ キ シ コ市

で 買 い求 めて き た もの で あ った。Los Ma1 ViejosとHuenchesは ミチ ョア カ ンの有

名 なLos Viejitosと よ く似 て い るが0形 式 化 の度 合 い が 少 な く,足 で と るス テ ップ の

仕 方 もず っ と単 純 で あ る。しか し,乱 舞 道 化 の 仕 方,ス テ ップ の と り方 に 多 くの類 似

が み られ る。 タ ラス カ ンの 人 々は そ の伝 統 舞i踊Los Viejitosに ス ペ イ ンの サ パ テ ア

ー ド(zapateado)の 様 式 を混 合 して
,現 今 の ミチ ョア カ ンの名 物 踊 り, Los Vi(麺jtos

が で き上 ったわ けで あ るが[KuRATH AND MARTI 1964:166],ヤ ラ ラ のHuenches

の起 源 に つ い て,私 は知 る こ とが で きな か った。

 年 輩 の イ ンフ ォー マ ン トに よ る と,昔,San Miguel, San Tehuacanの ダ ンス が

あ った そ うで あ るが,こ れ らに つ い て詳 細 を 知 る こ と はで きなか った 。

 これ らの ダ ンスが 植 民地 時代 に ミへ高 地 の諸 村 に 入 って き たわ けで あ るが,伝 播 の

起 源 は ヴ ィヤ ・ アル タ とヤ ラ ラに あ る と思 わ れ る。 征 服 の 頃,ヴ ィヤ ・ア ル タ は 軍

事 ・宗 教 の 中 心 で,ス ペ イ ン 人,ト ラス カ ラの人 々,ド ミニ コ派 の宣 教 師 が や って き

た 。 そ して,長 い植 民地 時 代 を 通 じて,文 化 の中 心 点 で あ り,こ こを 通 じて 山地 の ミ

へ は文 明 と接 触 した。 一 方,ヤ ラ ラは トラコル ー ラや平 地 オ アバ カ と経 済 関 係 が深 く,

こ こか ら も諸 々 の植 民地 時 代 の ダ ンス が ミへ の村 に入 って い った,と 考 えて ま ちが い

が な い だ ろ う。

 以 上 の 推 察 は近 年 ミへ が どの よ うに ダ ンスを 取 り入 れ,保 存 して い る か と い う実 例

にふ れ る こ とで確 か め られ る。 踊 り手 の話 に よ る と,Los NegritosやLos Cubanos

の仮 面 は ヤ ラ ラで買 い求 めて いた,と い う こ とで ある 。Los Ma1 Viejosの 仮 面 は ゴ
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ム製 に な って しま った が,一 つ だ け残 って い る木 製 の仮 面 はヤ ラ ラでず っ と以 前 に求

め られ た もの で あ る,と 言 う。 チ チ カ ス テペ ックでHuenchcsの ダ ンス の 出 所 に つ

いて た ず ね る と,「 あ の ダ ンス は ヤ ラ ラで買 った 」 とい う。 この 表現 は植 民地 文 化 の

ミへ高 地 へ の伝 播 につ い て の事 実 を明 らか に して くれ る。 ミへ は ヴ ィヤ ・アル タ とか

ヤ ラ ラ とい った文 化 の 中 心 で"文 化"を 買 った の で あ った 。

 1974年 にColoquiosを 再 演 して みせ て くれ た村 のcantorは 次 の よ うに語 って い る。

「何年 も前 に,私 共 がColoquiosの ダ ンス を買 った 時 の こ とを今 で も覚 え て い ます 。

このダ ンス の先 生 は ト トンテ ペ ックか ら大 勢 の荷 役 を つれ て や って きま した 。 当時 の

金 で500ペ ソ も支 払 い ま した。 こん な 大金 を か け たの に,台 詞 の 書 い て あ る紙 を 失 っ

て しま って,今 に な る と教 え られ な くな った 」 と。 そ の結 果,こ のcantorは マ リン

チ ェ役 の 女 の 子 に 台詞 を教 え た が,お そ ら く元 々の 台詞 で はな か ろ う。 マ リン チ ェ は,

「グア ダル ーペ に この ダ ンス を捧 げ ます 。 私 達 の 持 って いな い 王 国 を持 ち,私 達 の持

って い な い 空 の光 栄 を持 って い ら っ しゃ るが故 に,貴 女 を あ が め たて ま つ ります 」,

と語 りは じめ る が,そ の後 に は 今 様 の グ アダ ル0ぺ の聖 女 の歌 を 唱 う よ うに教 え られ

てい た 。

 植 民 地 時代 の ダ ンス の伝 播 の 事 例 は ア ユ トラの 例 に もみ られ る。 約40年 ほ ど 前,あ

る踊 り手 はヴ ィヤ ・アル タ まで 旅 して,San Jos驍ﾌ ダ ンスを 習 って,お 金 を 支払 っ

た。 ア ユ トラに戻 る と他 の踊 り手 に 教 え こみ,今 もSan Jos驍ﾍ アユ トラの 名物 の ダ

ンス に な って 残 って い る。 この ヴ ィヤ ・アル タ に行 った 踊 り手 の家 に あ る長 持 ちの 中

か ら私 はSan Jos驍ﾌ 台 詞 の 一 部 を発 見 す る こ とが で きた。

 ダ ンス の 演 じ られ る時 間 につ い て も記 して お かね ば な らな い。 元 来,ダ ンス は教 会

に捧 げ られ た もの で あ る か ら,ミ サ の よ う な 宗 教 儀 式 の前 に演 じ られ る もの で あ っ

た。 ミシ ス トラ ンは この伝 統 を 保 持 して い る 。 この村 で は ミサ の 前 にConquistaや

Malincheの ダ ンス の踊 り手 が 教会 の前 で踊 る。 行 列 の あ る時 に は,踊 り手 は行 列 の

前 に行 わ れ る ミサ に 参 加 し,そ れ か ら行 列 に 加 わ る。 この 行 列 は先 頭 か らみ て,フ ル

ー ト奏 者,太 鼓打 ち ,サ ク リス タ ン,ア コ リテ(ロ ー ソ ク立 て と香 炉 を持 つ),踊 り

手,楽 隊,聖 人 像,司 祭,一 般 の 村 人 とい う順 で 組 まれ て い る。 トラウ ィで はダ ンス

が元 々持 って い た 宗 教 的意 味 は殆 どそ の 演 出時 間 に はで て こな い 。大 体,ど の 祭 りで

もダ ンスは 午 後 の3時 頃 に演 じ られ る。 ア ユ トラ で はダ ンス は ミサ の終 る少 し前 か,

ミサ の最 中 に は じま り,そ の気 配 で 人 が教 会 か ら出て ダ ンス の行 わ れ て い るプ ラサ に

い くので,ミ サ の さ ま た げ に な りか ね な い。

 踊  り (bailes populares)

 一 般 の村 民 が 踊 るの はハ ラベ ・ミへ,フ ァンダ ン ゴ ・ ミへ,レ イ ・コ ン ドイの 曲

に合 わせ て で あ る。 ベ タ サ,そ の他 の サ ポ テ カ の村 や町 か ら伝 わ って き た曲 もあ る。

ハ ラベの 起 源 は ア ラ ゴ ンの ホ タ に あ る とさ れて い るfKuRATH l 969:181]。 バ ラ
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べ が メキ シコ で広 が って い った 経過 につ いて はStevensonが 詳 細 に記 して い るの で

[STEVENSON l952:183-185,216-217],こ こで は省 略 す る。 フ ァンダ ン ゴ は タ ン

ピ コか らヴ ェ ラクル ス にか けて 広 が った ウアパ ンゴ と 同系 の リズ ムで あ る[KURATH

l969:179;STEvENsoN 1952:217-218]。 ハ ラベ も フ ァ ンダ ンゴ も男 女 が 組 に な

って 踊 る もので あ るが, トラ ウ ィ で は酔 い の ま わ って い る時 以 外 は 男 女 で 踊 る こと

は な い。 男 と女 は別 々の場 所 で ひ と りで踊 る。 これ は イ ンデ ィ オの 伝 統 的 村 落 で

は一 般 的 に み られ る 現 象 で あ る。 男 と男,女 と女 が ヤ ラ ラ風 に手 と手 を 取 って 踊

って い る こ と もまれ に あ るが,こ れ は チ チ カ ス テペ ック の よ うに ヤ ララの 文 化 的影

響 の 強 い村 で よ くみ うけ られ る 現 象 で あ って, トラ ウ ィで は 時 々 しか み うけ られ な

い 。

 Castillo花 火 とtorito花 火,闘 牛(jaripeo)

 castillo花 火 と闘 牛 は15～16世 紀 にス ペ イ ンに ひ ろ が った モ ロ人 と カ トリッ ク教徒

を テ ー マ とす る祝祭 複 合 に属 す る要 素 で あ る[WARMAN l 972:25-28]。 castilloは

城 を意 味 し,モ ロ人 の城 を攻 め,焼 きお とす ことで スペ イ ンの奪 還 を象 徴 す るた めに

使 わ れ て い た。 元 来 は本 当 に城 ら しき建造 物 がつ く られ て 焼 か れて いた が[WARMAN

1972:38],仕 掛 花 火 で代 行 され る よ うにな った[WARMAN 1972:50,60]。 castillo

とい う名前 だ け残 って,現 在 も祭 り の仕 掛 花火 がcastilloと 呼 ば れ て い るわ けで あ る。

 闘 牛 はjaripeoと もcorrida de torosと も言 わ れ,上 記 の祝 祭 複 合 の 中で も娯 楽

の 要素 の つ よ い もの で あ った[WARMAN l972:33,43,48]。

 torito花 火 の起 源 につ いて は今 の と ころ資 料 を え て い な い。

 以 前,花 火職 人 は トラ コル ー ラか ヤ ララか ら きて い た 。 その 後,中 部 ミへ の村,サ

カ テペ ッ クの 人 がサ ポテ カ族 よ り技 術 を学 び,祭 りの 花 火 を うけお って トラ ウ ィに く

る よ うに な った。1963年 頃,ト ラウ ィの人 で 花 火 の技 術 を サ カテ ペ ッ クで 習 う人 が あ

って,今 や村 の祭 りの花 火 もア ユ トラや タマ ス ラバ ム の よ うな 隣 村 の祭 りの花 火 まで

う けお って 仕 掛 け る よ うに な っ.た。 こ うい う技 術 はサ ポテ カ 族 か ら習 う こ とが 多 い の

で あ る。

 軽 業(maroma)と 道 化(payaso)

 軽 業 は この 面 で 才 の あ る男 達 に よ って演 じ られ る。 同 じ顔 ぶ れ が ど の祭 りに もで て

くる。

 道 化 は毎 年,ど の祭 りに も同一 人 物 が 演 じる。 復 活 祭 に ロー マ の百 人 隊 長 を 演 じ る

人 物 で,仲 々の 芸 人 な ので あ る。 道 化 の韻 をふ ん だ ス ペ イ ン語 の台 詞 はヤ ラ ラや オ ア

バ カ で教 え られ る と言 う。 トラ ウ ィの 道化 は チ チ カス テペ ック の もの に くらべ て 簡略

で あ る。 チ チ カス テ ペ ック で は二 人 の 道 化 が台 詞 を よ くこな し,二 人 の台 詞 の や りと

りが妙 を え て い る 。L. Ballesteros氏 の助 力 を え て この 台 詞 を転 写 す る こ とが で きた
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が,台 詞 は非 常 にな が く,タ イ プ用 紙 に シ ング ル ・スペ ー スで 打 って2枚 分 も一 人 の

道 化 が し ゃべ りつ づ けな くて は な らな い部 分 が 多 い。 また,氏 の 判 断 に よ る と,台 詞

に オ ァバ カ のゲ ラゲ ッツ ァ祭 の道 化 の台詞 か らの影 響 が多 く見 う け られ る との こ とで

あ った。 チ チ カ ステ ペ ック の道 化 は時 々即 興 に韻 文や 冗 談 を とば す が,ト ラウ ィ の人

々よ りス ペ イ ン語 にな れ て い る この村 人 はす ぐ理 解 し,笑 う ことが で き る。一 方,ト

ラウ ィの道 化 の台 詞 は短 く,簡 単 で あ る。 ミシス トラ ン村 の道 化 と同 じで,ミ へ語 し

か理 解 しな い見 物 人 を 前 に して,僅 か しか 話 さな い し,ミ へ語 で 短 い 冗 談 を とばす こ

とが 多 い。

2.変 容 した守護聖人 の祭 り

ミへ の 村,ア ユ ト ラ の 例

 ア ユ トラにみ られ,ト ラウ ィ に なか った 祭 りの芸 能 の要 素 と して オ ア バ カ市 か ら雇

われ て くる オー ケ ス トラ とメ リー ・ゴー ・ラ ウ ン ドが あ る。 逆 に,ト ラ ウ ィに は あ っ

て ア ユ トラで 失 わ れ て い る の は フル ー トと太 鼓 で あ る。 また,ユ933年 の ア ユ トラ を記

録 したRalph Bealsは ギ ター,ヴ ァイ オ リン,マ ン ド リンが 使 用 され て い る様 を報

告 して い る が[BEALs 1945:74],私 が ア ユ トラに いた1973年 と1974年 に は,こ れ ら

の楽 器 が 守 護 聖 人 の 祭 りに使 わ れ る の をみ た こ とは なか った 。 楽 隊 と レ コー ド ・プ レ

ー ヤ ー が活 躍 して い た
。 そ の他 の祭 りの要 素 は トラウ ィ に見 い だ され る もの と同 じも

の で あ る。 要 素 は同 じで あ る が,そ の 内の 幾 つ か の要 素 が"世 俗 化"の 様相 を お びて

い る こ とが重 要 な差 で あ る。以 下 に,こ の 点 につ いて のべ て み た い 。

 ア ユ トラのcalendaに は男 も女 も参 加 し, トラウ ィの もの に くらべ て,人 目 にた

つ ペ ー ジ ェ ン トに な って い る。 陽 が お ちる前 にcalendaの 列 は ム ニ シ ピオ を 出発 す

る。 楽 隊 の かな で る 音 楽 に あ わせ て,そ の年 の役 人 の 親 族 や 友 人 や近 所 の女 や少 女 が

花 籠 を頭 上 に さ さえ な が ら踊 る。 役 人 の 中 で も高 位 の もの が 妻 と共 に行 列 の頭 に た ち,

monoを 持 った 人,少 女 達,楽 士,村 人 が そ れ につ づ く。 ム ニ シ ピオ の前 で しば ら く

踊 って か ら,calendaの 行 列 は教 会 の 前 に行 き,そ こで しば ら く踊 る。 それ か ら,ま

た行 列 を 組 ん で タマ ス ラバ ム村 寄 りの村 の 端 まで い き,そ れ か らミ トラ寄 りの も う0

方 の村 の 端 まで い タ 。 このニ カ所 で 楽 隊 に合 わせ て 行 列 は踊 り,見 物 人 も興 にの って

お ど る。 夕 暮 の な か で,音 楽 が村 中 に ひび き,酔 っぱ らい と踊 り手 が ど こ に もみ られ

る。 これ でcalendaは 終 りで, トラウ ィ の よ うに 夜 中 にcalendaの 行 列 が 村 中 を ね

り歩 くこ と はな い 。 この タ イプ のcalcndaは オ アバ カ平 野 部 の もの ら し く,ト ラ ウ

ィ の もの と よい 対 照 を な して い る。

 他 村 か らの 楽 隊 の レセ ブoショ ン も"世 俗 化" して きた 。1974年1月25日 のSan

Pabloの 祭 りの 日,レ セ プ シ ョンの た めに ア ユ トラの 役 人 は オ アバ カ市 の コカ ・コ0
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ラの 支 店 と交 渉 して,マ イ クの つ い た マ イ ク ロ ・バ ス を借 りだ した。 村 の 端 に この マ

イ ク ロ ・バ ス を止 め て,他 村 の 楽 隊を ア ユ トラの 楽隊 が迎 え て い る間 中,役 人 は マ イ

ク ロ ホ ンで し ゃべ って,あ い さつ した。 他 村 か らきた 楽士 は い さ さか 驚 き気 味で あ る。

 ダ ンス は 元来,教 会 に捧 げ られ た もの で あ るが,ア ユ トラで はダ ン ス の宗 教 的 な意

味 が 全 く消 失 して しま った。 ダ ンス の 演 じ られ る時 間 と状 況 を考 え てみ る と,そ の よ

うに言 う こ とが で き る。Los Negritosの ダ ンス は ま る で 一 般 の世 俗 の ダ ンス の よ う

に演 じ られ て い る。例 え ば,1973年1月28日,San Pabloの 祭 りの 折 Los Negritos

は午 後 の1時 か ら2時 半 にか けて 演 じ られ た。 同 じ時 間 に,教 会 で は ミサ が た て られ

て い た し,市 場 で は売 買 が進 行 して い た し,運 動 場 で はバ ス ヶ ッ ト ・ボ ール の試 合 が

騒 々 し くお こな わ れ て い た し,広 場 の下 の空 地 で は闘 牛 が 行 わ れ て い た。 騒 音 でダ ン

スの 音 楽 も き こえ に くい ぐ らい で あ った。

 1933年,Bealsが ア ユ トラを訪 れ た 時,こ の村 に は多 くの儀 礼 的 ユー モ アの 演 出者

が いた 。Los Negritosの ダ ン ス に もviejoと 呼 ばれ る仮 面 を つ け た道 化 が 何 人 も現

わ れ,道 化役 と同 時 にダ ン ス の警 備役 を もつ とめた[BEALS l945:73,il t。 さ

らに,tiznadoと 呼 ば れ る白 馬 に ま た が った 道 化 がLos Negritosの ダ ンス に道化 役

をつ と めた らしい[BEALS 1945:71,73]。 と こ ろが,こ れ らは今 は な くな り, Los

Negritosの 踊 り手 だ けが 踊 るの で あ る。

 ア ユ トラの 守護 聖 人 の祭 りは ミへ の伝 統 的祭 りとい うよ りメ ス テ ィ ー ソ の祭 りに な

りつ つ あ る。 この市 場 の村 で はず っ と前 か ら,人 々 は陽 気 で 世俗 的 な祭 りに なれ て き

た。 この 特 徴 はSan Jos驍ﾌ ダ ンスの 演 じ方 と観 衆 の反 応 に よ くあ らわ れ て い る。 こ

の 同 名 のダ ンス は ミシス トラ ン村 で も演 じ られ る が,そ こで は陽気 な零 囲気 も見 物人

のダ ンスへ の 参 加 もな い。 これ と対 照 的 に,ア ユ トラで は 踊 り手 と見 物 人 が 積 極 的 に

ダ ンスの 雰 囲気 に 入 って い き,観 客 参 加 の あ る劇 場 めい た 雰 囲気 が生 ま れ,ふ ざ け と

笑 い のみ ちた 祝 祭 空 間 が現 出す るの で あ った。

 San Jos驍ﾌ ダ ン ス は は じ めか ら終 りまで 演 じ るの に約2時 間 か か る。 さて,こ の

ダ ンスの 一 部 でSan Jos6は そ の 妻 に台 詞 を か た る。 Mar僘の 役 はブ ラウ ス とス カ ー

トで 女 装 した 若 い 男子 がつ と めて い て赤 子 を 抱 いて い る。 女 の 仮 面 を つ け た もの の,

男 の 手 足 が の ぞ い て い る。

San Jos驍ﾌ 台詞(Mar僘と 赤 子 に)

 1。坐 りな さい,坐 りな さ い,こ の小 さ な椅 子 に 。

  この 椅 子 に坐 って い る お前 を み た い か らよ。

  可 愛 い 人 よ。 私 の贈 る椅 子 だ よ。

 2。坐 りな さい,坐 りな さ い。 この椅 子 に。

  可 愛 い 人 よ。私 が贈 る椅 子 に。

  坐 りな さい,坐 りな さ い。 この 椅子 に。 (く りか え し)
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3。坐 りな さ い,坐 りな さ い,お 母 さん 。

  気 に入 って,『よ ろ こん で,み ちた りて,

  あ こが れ に み ちて,坐 って い て欲 しい 。

 4。こ こ に足 を お き な さい,こ こに足 をお きな さい 。

  か わ い い足 が傷 つ か な い よ うに 。 (く りかえ し)

 5。い ら っ しゃい,私 の か わ い い人 よ 。 お前 を抱 くよ。

  い ら っ しゃ い,お 前 を ゆ さぶ るよ 。私 の か わ い い子 供 よ。

  お母 さ ん を探 して,ミ ル ク を も らお うよ。

 6。お 前 の 赤子 を ひ き と りな さ い,お 前 の 息 子 を ひ き と りな さい 。

  そ うで な い と,お 前 を む ち打 った り,た た くよ 。

  (こ こで,Mar僘役 の者 は3回 歌 う)

Mar僘の 台詞(赤 子 とSan Jos驍ﾉ)

 7。泣 か ない で,泣 か な いで,私 の 息子 よ。

  泣 か な いで,泣 か な いで,私 の 魂 よ。

  泣 か ない で,泣 か な いで,小 さな歌 い手 よ。

  泣 か な いで,泣 か な い で,私 の美 しい子 よ。

 8。泣 か な いで,泣 か な い で,私 の魂 よ 。

  泣 か な いで,泣 か な い で,私 の心 よ。

  泣 か な いで,泣 か な い で,小 さ な心 よ。

  泣 か な い で,泣 か ない で,私 の息 子 よ。

 9。寝 て い な さい,寝 て いな さい,息 子 よ。

  寝 て い な さい,寝 て い な さい,人 形 さん よ。

  お前 の 晴着 を縫 い ま しよ う。

10。玉 子 の入 った パ ンを食 べ な さい,砂 糖 の入 ったパ ンを 食 べ な さい,フ ラ ンス ・

  パ ンを食 べ な さい,roseradito(意 味 不 明)の パ ンを 食 べ な さい。

11。チ ョコ レー トを の み な さい,キ ャ ラメ ル を食 べ な さ い,ビ ス ケ ッ トを食 べ な さ

  い,無 作 法 を して はい け ませ ん よ。

12。起 きな さ い,起 きな さい,私 の息 子 よ 。

  起 きな さい,子 よ,お 父 さん を探 して,お ぶ って も らい ま しよ う。

13。洗 礼 も して い な い この子 を うけ と って 下 さい 。

  あ なた の 人 形 を うけ と って 下 さい 。

  ほ ら,ほ ら,な ん て可 愛 い子 で し よ う。

  San Jos驍ﾆMar僘の 台 詞                 ・

⊥4。そ の ま ま,そ の ま ま,お 母 さん よ 。

  そ の ま ま,そ の ま ま,可 愛 い子 よ。
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   子 供 が よ ろ こぶ ハ ラベ を一 曲踊 ろ うよ。

   Hay maravilloso, hay maravilloso, lloso,110so,110so, nito, nito, nito.

   Alarrorro nene, alarroro nePe, nene, nene, nene, niLo chulo nito,

   チ ョコ レー ト,と 玉 子 の 入 ったパ ン,玉 子 の 入 ったパ ン,と チ ョコ レー ト,大

   変美 味 しい,大 変 美 味 しい 。

   チ ョコ レー ト,チ ョコ,チ ョ コ,チ ョコ,チ ョコ,チ ョコ レー ト,本 当 に美 味

   しい,本 当 に美 味 しい。

 ダ ンス の 間 中,abuelo(老 人)と 呼 ば れ る道 化 が警 備 役 に あ た って,見 物 人 が踊

り手 の 邪 魔 に な らな い よ うに して い る。大 き な ワ ラ製 の ソ ンブ レロを か ぶ り,濃 茶 の

木 製 の仮 面 で 顔 を お お い,上 着 を つ け,長 い竹 竿 を 手 に して い る。 この いで た ちか ら

判 断す る に,Bealsがviejoと 名づ けて 描 いて い る道 化 と同種 類 の 道 化 と思 わ れ る

[BEA LS 1945:73, S I S]。 San Jos驍ﾆMarfaが 台詞 を の べ て い る 間, abueloな

る道 化 は酔 って 踊 って い る タマ ス ラバ ム や トラ ウィ の女 にひ わ い な冗 談 を とば して い

る 。 ア ユ トラの女 は家 の 中で しか ア ル コー ル類 を 口 に しな い の で,こ の冗 談 の 対象 に

は な らな い。topilは,踊 り手 の は げ しい 足 さば きで 砂 ぼ こ りが ま き あ が らな い よ う

水 を ま いて い る。 しか し,彼 も興 に さそ わ れ,バ ケ ツを 手 に して踊 りは じめて い る。

ス ペ イ ン語 の わ か る人 はSan Jos驍ﾆMar僘の 台 詞 に ジ ョー ク を さ しは さん で い る。

ア ユ トラの女 や 少 女 は 台詞 を お ぼ えて,家 に か え って,赤 子 に きかせ よ う と して い る。

この よ うに,San Jos驍ﾌ ダ ンス は公 共 劇 場 にい るよ うな零 囲気 を か も し だす 。 演 じ

る者 も,補 佐 役 も,見 物 人 も活 発 に劇 場 の演 技 に参 加 して い るの で あ る。

 トラウ ィと同 じ く,踊 りはハ ラベ ・ミへ,フ ァ ンダ ンゴ ・ミへ,レ イ ・コ ン ドイ,

な どの古 典 的 な曲 にあ わ せ て お こな われ て い る。 同 時 に,若 者 は レ コー ド ・プ レァ ー

や 最 近結 成 さ れた コ ン フ ン ト ・ア ユ ー ク(ミ へ 楽団)と い う若 者 の エ レキ ・バ ン ドの

奏 す る流 行 曲 に合 わ せ て 踊 る こ とが 多 くな った 。

 アユ トラの人 々 は世 俗 の 雰 囲気 を楽 しむ こ とを 知 って い る。 学 校 の 先生 や プ ロモ ー

トー レス とい うイ ンデ ィオ 局 の職 員 の組 織 す るダ ンス ・パ ー テ ィや,そ の他 の 娯 楽 の

方 が 教会 の ミサや 寓 意 劇 よ り楽 しい の で あ る。 守 護 聖 人 の祭 日に は,教 会 の催 す娯 楽

番 組 が 先生 の主 催 す る番 組 と競 争 に な る 。二 つ の世 界 の 対 立 は深 刻 な社 会 問 題 にな り

かね ない 。

3.メ ソ ・アメ リカの 他地 域 か らの比 較 例

 メ ソ ・アメ リカ の イ ンデ ィオ の コ ミュ ニ テ ィ,も し くは民 俗 社 会 を 扱 った書 物 は数

多 い が,モ ノグ ラフ と して 基 本 的 な 資 料 を そ な えて い る もの は あ ま り多 くな い 。守 護

聖 人 の祭 りに つ い て も,観 察 に も とつ い た詳 細 な記 述 を と との えた モ ノグ ラフ は意 外
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と数 少 な い 。1960年 以 降,研 究 者 の 数 は 増 え た に もか か わ らず,調 査 は0定 の テ ー マ

に集 中す る よ うに な り,ま た,長 期 の 調 査 を す る人 が 増 えた わ けで は な い ので,祭 り

の 資 料 が え られ るモ ノ グ ラフ は数 多 くな い 。 な お,資 料 が あ る こ とが わ か りな が ら,

入 手 で き なか った モ ノグ ラフ も二,三 例 あ った 。本 論 に入 る前 に,私 の利 用 した モ ノ

グ ラフ につ いて 簡 単な な紹 介 を して お きた い 。

 地 域 別 の コ ミュニ テ ィ名,部 族 名,調 査 者,調 査 時点(期 間 は明 記 せず)に つ いて

ま とめ る と次 の と お りで あ る。

 1.グ ァテマ ラの マ ヤ地 域

   チ チ カ ス テ ナ ン ゴ(キ チ ェ ・マ ヤ,R. Bunze1,1930-32)

   チ ナ ウ トラ (ポ コマ ム ・マヤ,R. Reina,1953,1955,1958,1960-61,1962ユ

   チ マ ル テ ナ ンゴ(マ ム ・マ ヤ,C. Wagl.ey,1937)

 2.メ キ シコ,チ ァパ ス州 の マ ヤ地 域

   シナ カ ンタ ン(ツ ォ ツ ィル ・マヤ,E. Vogt,他,1957以 降 のハ ー バ ー ド ・チ

     ァパ ス計 画 に よ る集 中調 査)

   ア マ テ ナ ンゴ(ツ ェル タル ・マ ヤ,J, Nash,1957,1958,1964,1965)

 3.オ ァ バ カ 州

   ミ トラ(平 地 サ ポ テ カ,E, Parsolls,1929-33)

   ヤ ラ ラ(山 地 サ ポ テ カ,De la Fuente,1937,1938,1939,1940,1941)

 4.ユ カ タ ン.半島

   チ ャン ・コ ム周辺(ユ カ テ ック ・マ ヤ,R. RedfieldとVilla R(jas,1930,

     1931,1933) .

 5.メ キ シコ 中央 高 原

   テ ポ ス トラ ン(ナ ワ,R. Redfield,1926-1927)

 6.ミ チ ョア カ ン州

   チ ェ ラ ン(タ ラス カ ン,D. Brand,1939,1941,1942)

   チ ン ツ ン ツ ァ ン(タ ラス カ ン,G. Fostcr,1945-46)

   イ ウア ツ ィオ(タ ラス カ ン,Van Zantzwijk,1960-63)

 7.メ キ シ コ北 部

   ポ タ ム(ヤ キ,ESpicer,1939,1941,特 に1942,1947)

 これ らの モ ノ グ ラ フの大 半 は,1年 以 上,も し くは2年 近 い調 査 に も とつ く もの で,

メ ソ ・ア メ リカ につ い て の 出色 の 作 品 ば か りで あ る。Wagleyの チマ ル テ ナ ンゴが 一

年 以 下 の調 査 に よ る もの で あ るが,基 本 的 資 料 が よ くと との って い る。Redfieldの

チ ャ ン ・コム とテ ポ ス トラ ンの モ ノ グ ラフ は一 時 代 を画 した もので あ るが,共 に短 期

間 の 調 査 の 産物 で あ り,資 料 の 質 は雑 多で あ る。Oscar Lewisの テ ポス トラ ンに は

祭 りにつ い て 記述 が欠 けて い る。 ミチ ョア カ ン地 方 の3つ の モ ノ グ ラフ は記述 が没 個
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性的であるが,1930-40年 代の総合人類学の傾向に従っており,ま た,投 入された人

的資源 も多かったためか,調 査期間が短いわりには資料がととのっている。

 時間的にも質の上でも差のあるモノグラフを資料にするため,本 質的な意味での比

較は望めないが,メ ソ・アメ リカの守護聖人の祭りについての覚書を以下に記 したい。

私がこの研究ノー トの第1部 で トラウィ村の記述で抽出した芸能の要素の有無につい

て各事例にあた って一々述べることはしないで,ミ への形にくらべて特記すべき要素

と機能についてのみ論述してみたい。メソ ・アメ,リカ研究の諸氏がのべているように,

守護聖人の祭 りには著 しい画一性があって,第1部 で記述 したような基本型の変異型

として各々のコミsニ ティの事例が位置づけられるからである。

 1. グ ァテ マ ラの マヤ地 域

 チ チ カ ス テ ナ ンゴ

 Santo Tom疽の 祭 りが 守 護 聖 人 の 祭 りで あ る が,こ の 祭 り 自体 は記 述 され て い な

い。 しか し,Santo Tom疽の 祭 りは祭 り一 般 の形 と コ フ ラデ ィア と称 され る聖 人 を

世 話 し,祭 る グル ー プ の 儀式 を か ね る の で,こ の二 つ の 形 を 重 ね合 わす こと に よ って

概 要 を 知 る こ とが で き る。 祭 り一 般 に つ いて はBunzelはMar僘 de1 Rosarioの 祭

りの 記述 を残 して い る し,コ フ ラデ ィア の儀 式 の代 表 と して はSan Sebastfanの 祭

りの 記述 を残 して い るか らで あ る。

 コ フ ラデ ィア の儀 式 は,マ ヤ地 域 に一 般 的 に み られ る よ うに,コ フ ラデ ィア の役 人

の交替 を め ぐる複 雑 な儀 式 の連 続 で あ る[BuNz肌 1952:226-254)]。 この儀 式 自体

の記 述 と分 析 は独 立 の 研 究 テ ー マ に な る こ と な ので,こ こで は深 くふ れ な い こ と に し,

コ フ ラデ ィア の儀 式 が 守 護 聖 人 の 祭 りの 重要 な部 分 を 占め て い る こ との指 摘 に とど め

た い。

 コ フ ラデ ィア の儀 式 以外 に つ い て の記 述 は くわ し くな い 。 カ カ オ とア トレが 儀 礼 上

の飲 物 と して 重要 で あ る こ と,楽 器 に マ リンバ の あ る こ と,聖 人 の行 列 が数 多 くあ る

こと,な ど が ミへ の例 と異 な って い る[BuNz肌 1952:195-196,197,198]。

 チナ ウ トラ

 守 護 聖 人 はNi五 〇de Otocheで,コ フ ラデ ィ ア ・ア ー ク ル ス の祭 りで あ る。 祭 り

の 日 は正式 に は9月13日 で あ るが,ト ラ ウ ィの場 合 と同 じ理 由 で,つ ま り,気 候 不 順

の故 に,12月 の1～3日 に お こな わ れ る[REINA l966:142]。 コ フ ラデ ィア の儀 式

は こ の村 で も複 雑 を極 めて い る。 マ リンバ の 使 わ れ る こと,多 くの聖 人像 の行 列 の あ

る こ と も[REINA 1966:145,146,148],チ チ カス テ ナ ン ゴ と似 て い る。 聖 人 の行

列 の発 達 は強 力 な コフ ラデ ィア(ミ へ や,そ の他 の オ アバ カ 州 で はマ ヨル ドミー ア に

当 る もの)の 発 達 と関連 が あ る と言 え よ う。

 この村 で は,ラ デ ィノへ の依 存 が 芸 能 の 要素 の 中 に もみ られ る。花 火 は 自村 でつ く
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られず,グ ァテ マ ラ市 か ら職 人 が くる。楽 隊 は 自村 にな く,同 じポ コ マム ・マ ヤ の他

の村 か らよば れ て く る。 ま た,ダ ンス の 衣裳 は これ ま た 自村 に な く,ト トニ カ パ ン と

い う ラデ ィ ノの 町 か ら借 りて こ られ る。 このダ ンス は何 の ダ ンス か記 され て い な い が,

モ ロのダ ンス は既 に な くな って しま った 。 ト トニ カパ ンに は モ レ リー ア と呼 ば れ るダ

ンス の衣 裳 を つ く った り,貸 した りす る店 が あ る[BoDE I961:235]。 競 馬 は同 村 に

居 住 す る ラデ ィ ノだ けで た の しまれ,踊 りもイ ンデ ィ オ と ラデ ィ ノ と は別 々 に行 わ れ

る とい った わ けで,ラ デ ィ ノ とイ ンデ ィオ とい う複 合 社 会 の現 実 が 芸能 の要 素 と機 能

に も明 白 に で て くる[REINA 1966:143,145,147,149]。

 チマ ル テ ナ ンゴ

 チチ カ ス テ ナ ンゴ や チ ナ ウ トラに く らべ て 小 さな 村 で,文 化 的 に も周 辺 文化 の諸 相

を しめ して い る[WAGLEY 1949:ll]。 コ フ ラデ ィア も発 達 して お らず,守 護 聖 人

の祭 りの 日に コ フ ラデ ィア の 役 職 の 交 替 が華 々 し く行 わ れ る こ と もな い[WAGLEY

I949:84]。

 芸 能 の要 素 で はチ ナ ゥ トラ と類 似 した 点 が 多 い。 ラデ ィ ノの 商 人 が ウェ ウ ェ テ ナ ン

ゴ か ら くる こ と,フ ル ー ト,太 鼓 に加 えて マ リンバ の あ る こと,他 村 か ら くる聖 人 の

行 列 の あ る こ と,な どが そ れ らの点 で あ る[WAGEY 1949:107-109]。

 この村 で独 特 な要 素 と して は,村 の伝 統 的 儀 礼 に た ず さわ る チマ ンが 祭 りの 成 功 を

い の る儀 式 を行 う ことで あ る[WAGLEY 1949:107]。

 また,こ の村 で は トロ ・ダ ンス が盛 ん に行 わ れ る。 女 装 した 男 の踊 り手 が エ ロ テ ィ

ックな 演 技 を ま じえ て お こな うダ ンスで,衣 裳 は チ ナ ウ トラの 場 合 と同様 に ト トニ

カパ ンか ら借 りて く る。 この 町へ の旅 は3日 半 か か り,衣 裳 を か りに 旅 立 つ 人 々 の

旅 の安 全 を い の って 村 人 は 送 り出 し,戻 る と,華 々 し く迎 えの 儀式 を行 う[WAGLEY

1949:105-106]。 守 護 聖 人 の祭 り はサ ンチ ァゴ の 日,つ ま り,7月25日 で あ る が・ トロ

・ダ ンス は そ の 日の ず っ と前 か ら8月9日 まで の25日 間 も演 じ られ て い る[WAGLEY

1949:109]。 こ の トロ ・ダ ンス に つ い て 詳 細 に説 明 す る た めの 資 料 を もた な い が,

グ ァテ マ ラの ト トニ カパ ンを 中 心 とす る征 服 文 化 の 伝 播 の歴 史 がわ かれ ば 解 明 で き る

だ ろ う,と 思 われ る。

 2。 メ キ シ コ,チ ァパ ス州 のマ ヤ地 域

 入 手 で きた モ ノ グ ラ フは ア マ テ ナ ン ゴ と シナ カ ンタ ンに限 られ て い る。 他 に,チ ァ

パ ス高地 につ いて はGuiteras-HolmesのChenalh6とPozasのChamulaの モ ノ

グ ラ フが あ るが,入 手 して い な い。Chcnalh6とChamulaに つ い て はBrickerや

Gossenの 著 作 が あ るが,各 々特 定 の テー マ に つ い て書 かれ た もの なの で,こ の研 究

ノ ー トの た め の資 料 には な らな い。
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 アマ テナ ンゴ

 コ フ ラデ ィアが 発 達 して い る の で,守 護 聖 人 の 祭 りだ けが 大 きな 祭 り とい う こ とは

な い 。主要 な コ フ ラデ ィア の祭 りで あ るSacramento, Santa Lucia, San Pedro, San

Franciscoの 祭 りが大 き な祭 りと な って い る。 祭 りの芸 能 の 要素 に つ い て は余 り記 述

が な い が,コ フ ラデ ィア の役 人 の交 替 が 祭 りの 中心 的 な催 しにな って い る こ とが 明 ら

か で あ る[NAsH 1970:210-219]。

 シナ カ ンタ ン

 この村 の 守 護 聖 人 はSan Lorenzoで あ る。 この 祭 りで も役 職 の交 替 の 儀式 が祭 り

の 中心 的 催 し物 に な って い る。 祭 りには 馬 術,castillO花 火 な ど守 護 聖 人 のi祭りに一

般 的 な要 素 が で て くる。 数 々の 聖 人 の行 列 の あ る こ と もグ ァテ マ ラの マヤ の 例 と同 じ

で あ る。 楽 器 で はハ ー プ,ヴ ァイ オ リン,ギ タ ーが 出 て くる し,太 鼓 のサ イズ が大 き

い こと もオ アバ カ州 と違 う点 とい え よ う。 チ ナ ウ トラの例 と同 じよ うに,村 内 に は楽

隊 が な く,近 くの ラデ ィ ノの 村 か ら楽 隊 を招 くこ と も,楽 隊 の発 達 した オ ア バ カ の村

と異 な る点 で あ る[VoGT l969:560-563]。

 シナ カ ンタ ンの守 護 聖 人 はSan Lorenzoで あ るが,祭 りの 中 で一 番 華 や か な の は

San Lorenzoで は な く, San Sebastianの 祭 りで あ る事 実 を指 摘 して お か ね ば な

らな い 。 この祭 りの役 職 の交 替 の儀 式 に は,英 語 名 で 記 す と,Spanish gentlemen,

Spanish ladies, white heads, jaguars, crows, Spanish-moss-wearers , Blackmen,

とい った数 々 の道 化 役 が で て くる。 彼 らはセ ク シ ァル な演 技 で 役 職 につ い て い る人 を

か らか い,そ こ に生 じ る無 秩序 を通 じて,逆 に職 務 履 行 の重 要 性 を 役 職 に つ く人 に教

え る[VoGT 1969:538-548]。 これ ら道化 役 の演 じる儀 礼 上 の ユ ー モ ア に つ いて は

Brickerが 詳 細 に 分 析 して お り[BRIcKER 1973】, Blackmenの 中 に見 い だ さ れ る伝

統 的 な マヤ の 動 物 を め ぐる シ ン ボ リズ ム につ いて はBlafferが 詳 細 な 研究 を残 して い

る[BLAFFER I972]。

 3. オ ァバ カ 州

 高 地 ミへ の 諸村 と密 接 な経 済 ・文 化 関係 の あ る 山地 サ ポ テカ の 村 ヤ ララ と平 地 サ ポ

テ カ の村 ミ トラに つ い て 詳細 なモ ノグ ラ フが あ る ので,ミ へ の 事 例,ト ラ ウ ィ と アユ

トラと比 較 して み る の に大 変 役 立 った 。他 に,ミ ス テカ 族 の事 例 を み い た と思 った が,

祭 りにつ い て の記 述 の あ る モ ノグ ラ フを え る こと はで きな か った 。

 ヤ ラ ラに は トラウ ィ に見 い だ され た芸 能 の要 素 と機 能 に 著 し く似 か よ った もの が 見

い だ され る。 フ ル ー ト,太鼓,楽 隊calenda, marmota, mono,ダ ンス,踊 りO castillo

花 火,torito花 火,闘 牛,軽 業,道 化0な どで あ る。 こ こに は0ト ラ ウ ィのLos Mal

Viejosの 原 形 で あ る と思 われ るHuenchesの ダ ンス もあ る 「DE LA FUEN1'E 1949:

275-282]。 差 異 を強 いて 探 せ ば,Malinche, Marcosと い う名 の トラ ウ ィに な いダ
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ン スが ヤ ラ ラに あ る こと ぐ らい で あ る[DE LA FuENTE 1949:280」 。

 道 路 が1966年 に アユ トラ まで 入 る 前 に は ヤ ラ ラの サ ポ テ カ 商人 の ミへ 地 域 で の 経 済

活 動 は今 よ りず っ と多か った 。 ま た,ト ラウ ィ の人 は中,低 地 の ミへ の村 々か らコー

ヒー を 運 搬 して,ヤ ララ に持 って い った 。 ま た,ヤ ラ ラのSan Antonioへ 巡 礼 にい

く トラ ウ ィの 人 も今 よ り多 か った とい う。 とい った事 実 を考 え る と,文 化 的 に優 越 し

た ヤ ララの 祭 りの 芸能 が トラ ウ ィの もの に大 き な影 響 を与 え た で あ ろ う ことは 充 分 考

え られ る。 ミ シス トラ ンや チ チ カス テ ペ ック村 の人 々 はヤ ラ ラの祭 りを見 物 に い くの

が す きで あ る し,De la Fuenteに よる祭 りの記 述 に ミへ の 見物 人 の姿 が描 かれ て

い る こと も,上 の 推 察 を支 持 す る よ う にみ え る[DE LA FLTENTE 1949:280]。

 一 方,ミ トラの 守 護聖 人 の祭 りはSan Pablo祭 で,ア ユ しラ と同 じ聖 人 の祭 りで

あ り,両 者 の 芸能 の要 素 に は お ど ろ くべ き類似 が み られ る。 ミ トラは ア ユ トラの市 場

を支 配 す る平 地 サ ポ テ カ商 人 の町 で,平 地 オ ア バ カ 文 化 が ミへ 山地 に 流 入 す る拠 点 で

あ り,こ の 町 の 祭 りが ミへ,特 に アユ トラの 祭 りに 多 くの影 響 を与 え た,と 想 像 で き

る。 特 に,町 風 を好 む アユ トラに と って,ミ トラのSan Pablo祭 は祭 りの モデ ル を

提 供 した,と 考 え られ る。 そ れ以 外 の推 測 の 入 り こむ 予地 の な い ほ ど ミ トラ とア ユ ト

ラのSan Pablo祭 は そ の芸 能 の 要素 と進 行 の形 に類 似 点 が み られ る。 下 に相異 点 の

み 記入 した い。

 ミ トラ の場 合,San Pabloの マ ヨル ドミー アが あ るの で,祭 りの 日 にマ ヨル ドー

モ の交 替 の式 も行 わ れ る。 しか し,こ の式 は マ ヤ 地 域 の コフ ラデ ィ ア の役 職 の 交 替 の

儀 式 の よ うに複 雑 な もの で な く,新 旧 マ ヨル ドー モ の 交 替 が ロー ソ ク の取 りか え,行

列,ミ サ で簡 単 に行 わ れ るだ け で あ る[PARsoNs l936:239-240]。1962年 以 降,ア

ユ トラが ミサ だ け を負 担 す るマ ヨル ドー モ の形 を と る 前 には,ミ トラと 同 じマ ヨル ド

ー モ の形 式 を と って いた
,と 考 え られ る。 こ の推 測 は私 の イ ンフ ォー マ ン トの 話 と一

致 して い る。

 marmotaに はSan Pabloの 入 信 の絵 が 描 か れ て お り, marmota本 来 の宗 教 的

意 味 を示 して い る。 都 会 の 影 響 が ミへ 山地 よ りず っ と多 い の で,既 に,1930年 代 に

Parsonsが 調 査 した時 点 で,1970年 代 の ア ユ トラよ り祭 りの 要素 に 多 く の娯 楽 性 が み

られ る。caballitoと よば れ る馬 の乗 り物,メ リー」 ゴ ー ラウ ン ド,映 画, cuca�と

よ ばれ る綱 渡 りを して賞 品 を と る遊 び,pi�taと い うお 菓 子 の 入 って い る玉 を た た

いて,お 菓 子 を お とす 遊 び(一 般 に は,ク リス マ ス の行 事 で あ る),闘 鶏 が そ れ ら で

あ る[PARSONS l936:240-241,243,246,249]。

 4.ユ カ タ ン半 島

 Redfieldの チ ャ ン ・ コ ムの 祭 りの記 述 は チ ャン ・コ ム の ラ ンチ ョの 祭 りで代 表 さ

れ て い るが,資 料 は実 に僅 かで あ る。 ユ カ タ ン半 島 に特 有 のハ ラナ の ダ ンス が他 の地
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域 と異 な る要素 と して 目立 つ だ けで あ る 「REDFIELD l934:156]。

 5. メキ シ コ中 央高 原

 Redfieldの テ ポス トラ ンに もLewisの テ ポ ス トラ ン に も守護 聖 人 の祭 り につ い て

の記 述 は ほ とん どな い 。 しか し,こ の地 域 は伝 統 社 会 に早 くか ら征 服 文 化 が 浸 透 した

地 域 な の で,興 味 深 い資 料 が あ るに ちが い な い。Madsenの ナ ワ の村 のモ ノグ ラフ,

The四 顧 η'5 C捌476η に も祭 りにつ い て何 の記 述 もみ られ な い 。 Bonfilの チ ョル ラの

モ ノグ ラ フで は ど の よ うに扱 わ れ て い るか 興 味 が あ った が,こ の モ ノ グ ラ フの入 手 は

本 稿 に は 間 に合 わ な か った 。

 6. ミチ ョア カ ン州

 ス ペ イ ン以 前 に は タ ラス カ ンの 文化 が栄 え,征 服 以 降 はサ ン ・フ ラ ン シス コ派 の布

教 が い き とど い た ミチ ョア カ ン州 で は,守 護 聖 人 の祭 り もさ ぞ華 や か で あ ろ う,と 予

想 して い た が,チ ン ツ ン ッ ァ ン,キ ロガ,チ ェ ラ ン,の3つ のモ ノグ ラ フはす べ て こ

の 予想 を う らぎ る もの で あ った。 しか し,イ フ ァッ ィ オ には 二 元 論 に も とつ く祭 りの

儀 式 の珍 しい例 が み られ る。

 チ ン ツ ン ツ ァ ン

 守 護 聖 人 の祭 りは10月4日 のSan Franciscoの 祭 りで あ るが,ミ サ が あ げ られ る

だ けで,一 切 の芸 能 の要 素 が み られ な い 。 名 目 の みの 守 護 聖 人 の 祭 りで あ って,実

際 に はNuestro Se�r de Rescateが 村 一 番 の 大 き な 祭 りで あ る[FosTER l 948:

218]。19世 紀 の 末 か ら20世 紀 に か けて 天 然痘 が流 行 した 時,こ の キ リス トが 奇蹟 を

お こな って,流 行 を しず めた とい う由来 か ら,信 仰 が た か ま って き た。1920年 代 の カ

ト リック神 父 へ の迫 害 の時 代 に,こ の祭 りは ます ま す商 業 的 な色 合 いを 持 つ よ うに な

って,今 日に至 って い る。 祭 りの 日付 が 四旬 節 の 近 くな の で,四 旬節 さえ もな い が し

ろ に され るよ うに な った,と の こ とで あ る[FosTER l 948:205]。

 キ ロガ

 こ こで も守 護 聖 人San Dicgoの 祭 りは 別 に 大 きな祭 りで は な い。 この地 の,反 教

会 的雰 囲気,農 業 組 合 の発 達,比 較 的豊 か な経 済,純 イ ンデ ィオ 人 口 の欠 如,近 隣

に有 力 な村 の あ る こ と,な ど が守 護 聖 人 の 祭 りが衰 退 した原 因 と考 え られ る[BRAND

l951:204]。

 チ ェラ ン

 この村 はか ろ う じて 守護 聖 人 の祭 りの一 般 形 を とど めて い る。守 護 聖 人,San Fran・

ciSCOの 祭 りに は闘 牛,花 火,楽 隊 な ど が姿 をみ せ る。 しか し,モ ロの ダ ンス には 踊

り手 が3人 しか現 れ な い し (平常 は8人 で 踊 る),祭 りは上 手 に 組織 さ れて い ない 。

この 村 の モ ロのダ ンス で興 味 深 い の は,モ ロの踊 り手 が 乗 馬 姿 で現 れ,ダ ン スを 踊 る

時 に は じめ て お りて くる こ とで あ る[BE肌s 1946:120,121,124]。
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 イ フ ァ ツ イオ

 守護 聖 人 はSan Franciscoで,こ の 祭 りに は2人 の楽 隊 長 が え らば れ る。 一 人 は

Soldier captainと 呼ば れ,村 の 楽隊 を ひ き い る。他 の一・人 はMoorish captainと よ

ば れ,タ ラス カ ンの 山 の 中 か ら楽 隊 を よ んで くる[vAN ZANTzw叉IK l967:160]。

 祭 りの 日 の10月4日 に な る と,教 会 の 前 に2楽 隊 が くる。 そ こに は,村 の男 達 は全

員 東 側 に,女 達 は西 側 に陣 ど って い る。Soldicr captainは ナ ポ レオ ン風 の衣 裳 をつ

け,タ ラ ス カ ンの土 着 神,Tata Huriataの 象徴 で あ る黄 金 の 鷲 の か ざ りをつ けて い

る こ とが 興 味 深 い 。 一 方,Moorish captainは モ ロ人 の衣 裳 を つ け,タ ラ ス カ ン の

.月の神,Nata Kutsiの 象徴 で あ る銀 色 の 月 を つ け た杖 を 持 って い る。 モ ロ人 の象 徴

の月 と タ ラス カ ンの土 着 の神 の シ ンボル の一 致 が み られ て興 味深 い[vAN ZANTzwIJK

l967:160,161]。

 2人 のcaptainに ひ き い られ た2つ のグ ル ー プ は 各 々聖 人 像 を教 会 に は こび,ダ

ンス を お ど り,つ い で,教 会 の正 面 入 口の前 で模 擬 戦 を 行 う。 キ リス ト教 徒 と モ ロ

人 の 抗 争 が 象 徴 化 さ れ て い るわ けで あ る。 そ の後,各cap tainはcastillo花 火 を

各 々 の陣 営 と定 ま った場 所 で 打 ち上 げ,こ こで も勢 力 を 競 うよ うに な ってい る[VAN

ZANTzwUK l967:161]。

 7. メキ シ コ北 部

 コー ラ,ウ ィチ ョル,タ ラ ウ マ ラ,ヤ キ,の 例 を検 討 した か った が,入 手 しえた モ

ノ グ フ フ はヤ キ の ものだ けで あ った 。

 ポ タ ム

 ヤ 主 の村0ポ タム の 守護 聖 人 はSt. Josephで あ る が,今 は祭 られ て い ない 。以 前 に

は教 会 のパ トロ ンで あ るHoly Trinityの 祭 りと同 じ位大 きな祭 りで あ った ・[SPIcER

l954:128]。

 さて,今 で も大 きな祭 りで あ るHoly Trinity祭 は二 元 論 的 構 成 を と り,キ リス ト

教 の勝 利 を 象 徴 した祭 りで あ る。 赤 組(モ ロ人 を象 徴 す る組 で,村 を 流れ る川 の 上 流

に住 む人 々 によ って構 成 さ れて い る)と 青 組(キ リス ト教徒 を象 徴 す る組 で,川 の 下

流 に住 む人 々 に よ って構 成 さ れ る)の2組 で演 じ られ る花 火 競 争,太 鼓 争 奪 戦,模 擬

戦,赤 組 のモ ロ城 の 落城,教 会 へ の 押 し こみ,洗 礼,と い った矢 つ ぎ早 の儀 礼 が 展 開

され る[SPIcER 1954:142-1461。

 この よ うな 二 元 論 の 色彩 の濃 い,キ リス ト教 の勝 利 を 象 徴 す る儀 礼 は ヤ キ に限 らず

コー ラで も,そ の 他 の北 部 メ キ シ コの イ ンデ ィオ社 会 に共 通 な 要素 で あ る。 守 護 聖 人

の 祭 りの記 録 に 出 会 って い な い ので 確 定 的 な こ とは言 え な い が,北 部 メ キ シ コの イ ン

デ ィオ の場 合,ど の 祭 りにで も二 元 論 的象 徴 主 義 が 特 徴 で はな い か,と 私 は推 測 して

い る。
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お わ り に

 以 上 は 覚 書 で あ って,文 献 が ふ え た り,入 手 で き る文 献 が 出 て くる と,そ の つ ど書

き足 され る性 質 の もの で あ る。

 ダ ン ス,踊 り,音 楽 に つ いて 筆 者 に知 識 が な い の で,リ ズ ムや 動作 につ いて ま で は

言 及 で きな か った 。

 マ ヤ,オ ア バ カ,メ キ シコ北 部 の タイ プ が0番 は っき りした タイ プ と して 浮 び 上 っ

た。 こ こで く りか え さ な い が,各 々の地 域,な い し文 化 領域 によ って守 護 聖 人 の祭 り

の芸 能 の あ りか た に差 の あ る こ とが わ か った。

 芸 能 の地 域 差 を つ くる要 因 を考 え るに,征 服前 の土 着 文 化 の 芸能 の性 質(特 に,マ

ヤ,メ キ シ コ北 部 の 場 合)0宣 教 師 の 持 ち こん だ芸 能 の種 類 他 民 族 との 接触 関係(マ

ヤ 地 域 の ラデ ィノ とイ ンデ ィ オ 関係,オ アバ カ の例 にみ る ミへ とサ ポ テ カの 関 係,な

ど),文 化変 容 の度 合 い,な どの要 因が あ げ られ よ う。 ,

 芸 能 の地 域 差 は祭 りの経 済,祭 りの 組織 の 仕方,結 局 は,宗 教 ・行 政 組 織 の 差 と表

裏 一 体 を な す もの で あ り,こ の テー マ に つ い て は次 稿 にて扱 い た い。

文 献

BEALS, Ralph L. 
   1945 The Ethnology of the Western  Mire. Univ. of Calif. Publications in American Archaeology 

        and Ethnology 42 (1). 
   1946  Cheran: A Sierra Tarascan Village. Smithsonian Institution, Institute of  Social. Anthro-

         pology Publication No. 2. 
BLAFFER, Sarah C. 

   1972 The Black-Man of Zinacantan: A Central American Legend. Univ. of Texas Press. 
 BODE, Barbara 

   1961 The Dance of the Conquest of Guatemala. Middle American Research Institute Publica-
         tion No. 27. 

BRAND, Donald D. 
   1951 Quiroga: A Mexican Municipio. Smithsonian Institution, Institute of Social Anthro-

        pology Publication No. 11. 
BRICKER, Victoria R. 

   1973 Ritual Humour in Highland Chiapas. Univ. of Texas Press. 
BUNZEL, Ruth 

   1952 Chichicastenango: A Guatemalan Village. Publications of the American Ethnological 
        Society XXII. 

DE LA  FUENTE, Julio 
   1949  Yalalag: Una Villa  Zapoteca Serrana. Serie  Cientifica 1, Museo Nacional de  Antropologia, 

          Mexico. 
KURATH, G. P. 

   1969 "Drama, Dance and Music." In  Wauchope and Nash (ed.), Handbook of Middle 
         American Indians, Vol. 6, pp. 158-190.

..



黒田 守護聖人の祭 りにみられる民俗芸能について

KURATH, G. P. and Samuel MARTI 
   1964 Dances of  Ancihuac: The Choreography and Music of Pre-Cortesian Dances. Viking Fund 

         Publications in  Anthropology  No. 38. 
NASH, June 

   1970 In the Eyes of  the Ancestors. 'Yale Univ. Press. 
PARSONS, Elsie C. 

   1936 Mitla: Town of the Souls. Univ. of Chicago Press (reprinted in 1970). 
 REDFIELD, Robert 

   1930  Teportlan: A Mexican Village. Univ. of Chicago Press. 
   1934 Chan Kom: A Maya Village. Univ. of Chicago Press (reprinted in 1962). 

REINA, Ruben 
   1966 The Law of the Saints: A Pokomam Pueblo and its  Community Culture. The Bobbs-Merrill 

           Co. 
 SPICER, Edward H. 

   1954 Potam: A Yaqui Village in Sonora. American Anthropological Association Memoir No . 
         77. 

STEVENSON, Robert 
   1952 Music in Mexico. N.Y. Thomas and Crowell Co. 

VOGT,  Evon Z. 
   1969 Zinacantan: A Maya Community in the Highlands of Chiapas. Belknap Press of Harvard 

          Univ. Press. 
WAGLEY, Charles 

   1937 The Social and Religious Life of a Guatemalan Village. American Anthropological  Associ-
         ation Memoir Vol. 51, No. 4, Part 2. 

WARMAN, Arturo 
   1972 La Danza de  Moros  y Cristianos. Mexico, Sep-Setentas,  Mum 46. 

VAN ZANTZWIJK, R. A. M. 
   1967 Servants of the Saints: The Social and Cultural Identity of a Tarascan Community in Mexico. 

         Van Gorcum and Corn. N. V. Assen.

789


